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令
和
３
年
度
決
算
を
徹
底
審
議
！

市のお金は、どのように
活かされたか？

　前回の９月定例会で提出された令和３年度会計決算議案について
は、議員７人が津山市当局に対して質疑を行いました。その後、12月
定例会初日に採決を行い、すべての決算議案を認定しました。
　なお、決算内容の詳細については「広報津山１月号」に掲載されて
いますので、あわせてご覧ください。

決
算

審
議

二次元バーコードをス
マートフォンなどで読み
取ると、質問の様子が
見られます。

問 サテライトオフィス開設等の決算について

答 中心市街地テレワーク施設等プロ
モーション事業として５９３万２，０００円
を支出した。サテライトオフィス・テレワー
クポータルサイト制作、サテライトオフィ
スに係る市場調査、首都圏ＯＢ人材等
ネットワーク構築に向けた取組を行った。

美見みち子議員

問 不登校、長期欠席
が続く子どもたちへの
対応について

答 不登校未然防止の観点から、
登校支援員を小学校12校に配置
し、863万3,000円を執行した。ま
た、学校復帰や不登校の未然防止
を行うことを目的として、小学校２
校に別室支援員を配置し、人件費
127万9,000円を執行した。

三浦ひらく議員　

問 燃料費高騰による給食献立、
内容への影響は

答 調理用燃料費２分の１
の公費負担分は、補正予
算を含め必要額を措置し
ている。その結果、給食１
食単価に係る燃料費の上
昇は僅かとなった。また、
食材を変更するなど、栄養士の工夫もあり、影響を最小
限にとどめることができた。

河村美典議員　

問 津山市子どもの貧困対策連絡会
議を開催し、意見交換や情報共有をも
とにどのような取組がなされたのか

答 ひとり親家庭が養育費の
請求を行う際に弁護士費用
の一部を補助する養育費確
保支援事業や、子どもの居
場所を新たに開設する場合
にその費用を助成する子ど
もの居場所づくり促進事業
等の事業を創設した。

秋久憲司議員

問 市税に関する収入未済
額（※）7,267万5,261円
の発生理由は

答 生活困窮や新型コロナウイルス
の影響、居所不明によるものなど、市
税が収入未済となっている理由は
様々である。各年度末における累計
額は年々減少しており、さらなる収
納努力により、圧縮に努めていく。

田口浩二議員

問 新型コロナウイルス対策地域商品券発行事業補
助金の２億２，１７５万３，０００円について

答 プレミアム率２０％のさくらと電子商品券ｅつやま、飲食店・タク
シー・運転代行に使用を限定したプレミアム率３０％のうまい券２の３種
類を発行した。換金率は９９．７％と高く、換金総額の９億５，１５４万３，２
０１円が地域内を循環したこととなる。

金田稔久議員

問 津山市のふるさと納税実績について

答 令和３年度の寄附額は、約２億７７５万円で、１万２，３
１１人から寄附をいただいている。ピオーネ、作州津山
ビール等が人気の返礼品である。

安東伸昭議員

※収入未済額…地方公共団体が歳入を徴収しようとする際に、調定（予定される収入金額を決定する行為）を行ったにもか
　かわらず、出納閉鎖日の５月末日までに収納されなかった金額。この収納未済金は翌年度に繰り越され、引き続き督促等
　を行い徴収に努めることとなる。

● 

一
般
会
計
決
算
に
つ
い
て
は
、
個
人
情
報
漏
え

い
等
に
つ
な
が
り
か
ね
な
い
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
関
連
の

予
算
が
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
決
算
議
案
に
反

対
す
る
。

● 

国
保
料
が
高
す
ぎ
る
た
め
、
引
き
下
げ
が
必

要
で
あ
る
。
令
和
４
年
度
か
ら
国
の
制
度
と
し
て
、

未
就
学
児
、
小
学
校
入
学
前
ま
で
の
子
ど
も
の
均

等
割
額
を
５
割
減
額
す
る
制
度
が
始
ま
り
評
価
す

る
が
、
小
学
校
入
学
か
ら
18
歳
ま
で
の
子
ど
も
は

対
象
か
ら
外
れ
た
ま
ま
で
あ
る
。

　

ま
た
、
津
山
市
独
自
で
も
子
ど
も
の
保
険
料
均
等

割
額
の
さ
ら
な
る
軽
減
に
取
り
組
む
べ
き
で
あ
る
。

● 

介
護
保
険
制
度
に
つ
い
て
、
国
の
補
助
率
を
７

割
、
あ
る
い
は
８
割
へ
引
き
上
げ
る
べ
き
で
あ
る

と
考
え
る
。

　

ま
た
、
介
護
保
険
料
引
き
上
げ
は
認
め
ら
れ
な

い
と
予
算
に
も
反
対
し
て
お
り
、
介
護
保
険
料
引

き
上
げ
と
な
っ
た
決
算
に
も
反
対
す
る
。

私
は
こ
う
考
え
る
！

反
対
討
論

中
村
聖
二
郎
議
員

【決算審査とは】
決算とは市に入った収入や支出の実績です。地方自治法においては、長は
決算を議会の認定に付さなければならないとされています。そして、施策や事
業の効果や問題点を審査し将来に反映させるなど重要な役割があります。
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�������  12月定例会

注目の事業を紹介します
　１２月定例会では１５億６，０７７万１,０００円の一般会計

第７次補正予算が提案されました。事業費の調整、職員の

新陳代謝に係る人件費の調整、新型コロナウイルス感染

症対策に対する事業を中心に編成されています。

　また、その他にも議案が提出されています。今回はその

中から注目の事業をピックアップして紹介します。

　令和４年度から乳幼児をはじめとした新型コロナワクチンの接種対象が拡大し

たこと及び接種期間を令和５年３月３１日まで延長したことに伴う追加経費です。

補正予算の詳細はこちらをCheck !!
（財政課 HP）

新型コロナウイルスワクチン接種事業 事業費　1億7,699万円

　ふるさと納税寄附金の増加見込みに伴うもので、基金に積み立てし、

令和５年度主要事業等の財源として活用させていただくものです。

ふるさと津山サポート基金積立金 事業費　9,361万円

　本年度中に入札・契約を行い、早期の

工事着工を可能とするもので、「道路維

持管理事業」等に債務負担行為を計上

し、公共工事の早期着手、施工時期の平

準化を図るものです。

ゼロ市債の取組 債務負担行為　合計 5,500万円
ゼロ市債とは
　新年度予算で行う工事に、債務負担行為を設定し、現
年度中に入札、契約を締結することにより、新年度当初
の施工を可能にするものです。
　負担行為を設定する年度には前払金等はなく（ゼロ）、
翌年度以降の支出となることから、「ゼロ市債」といわれ
ています。

１２月定例会での質問

質 問

答 弁 

●令和４年度予算における寄附金額の内訳内容について
●寄附者ニーズの把握の分析結果の内容について

第７次補正予算までの歳入の寄附金の予算総額は３億９,８９３万２,０００円で
内訳としては個人のふるさと納税が３億７，７３５万１，０００円。企業版ふるさと
納税が２，０００万円。その他の寄附金が１５８万１，０００円となっている。ビッグ
データ分析ツールを活用し、ふるさと納税の言葉と一緒に検索されている言葉
を調査し、地元企業への働きかけを行い、１１月からトイレットペーパーを新た
に返礼品として登録することができ、すでに多くの寄附をいただいた。

※ ○：賛成　×：反対　
※ 賛否状況は電子表決システムの記録に基づいて作成しています
※ 津本辰己議員は議長のため、採決には加わりません
※ その他の議案等は全員一致で認定、可決、承認、同意となりました

議員は何をどう判断した？賛否一覧

議案一覧はこちら採決の様子はこちらの
12月定例会録画ページ
からご覧になれます
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議案
番号

議員名

議案名

審議結果

議決結果賛
成
反
対：

令和３年度津山市一般会計歳入歳出
決算

令和３年度津山市国民健康保険特別
会計歳入歳出決算

令和３年度津山市介護保険特別会計
歳入歳出決算
令和３年度津山市後期高齢者医療
特別会計歳入歳出決算
令和３年度津山市水道事業会計決算
及び未処分利益剰余金の処分について

デジタル社会の形成を図るための関係
法律の整備に関する法律の施行に伴う
関係条例の整理に関する条例

津山市職員の高齢者部分休業に関する
条例 ○
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採決を行う前に議案に対する
賛成反対の意見を述べる討論
が行われました。

私はこう考えます

デジタル技術の普及により行政の業務や

手続を効率化して国民生活の利便性を向

上させることは大切なことであり、否定す

るつもりはない。しかしながら、本議案は

個人情報保護法が改正されたことによる

もので、法改正と一体で提案されたデジ

タル改革関連法は、国や自治体の持つ個

人情報を民間企業に開放しようとするも

のであり、プライバシーの侵害につなが

るおそれがあることから本議案に反対。

美見みち子議員議案第62号に対する反対討論

議案第62号

議案第63号



市政のあり方を問う！市政のあり方を問う！

　議員が市の行政全般について、市長など執行
機関に方針や疑問点を質問するものです。詳細
は津山市議会ホームページの「会議録検索」な
どでもご覧いただけます。
　また、各議員の二次元バーコードをスマート
フォンなどで読み取ると、質問の様子（録画映像）
を見ることができます。

一般質問とは

問 

母
子
健
康
手
帳
ア
プ
リ
と
は
。

答 

10
月
か
ら
運
用
開
始
。

妊
娠
中
、
子
ど
も
の
成
長

を
記
録
、
家
族
で
共
有
で

き
る
。
妊
娠
届
の
申
請
機

能
、
予
防
接
種
の
管
理
、

事
務
な
ど
を
効
率
的
に
行

う
機
能
が
あ
る
。

問 

津
山
市
総
合
案
内
Ａ
Ｉ

チ
ャ
ッ
ト
ボ
ッ
ト
と
は
。

答 

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上
で
24

時
間
３
６
５
日
、Ａ
Ｉ
が
自

動
で
質
問
に
回
答
。

問 

津
山
市
ス
マ
ー
ト
シ

テ
ィ
構
想
と
は
。

答 
社
会
課
題
を
抽
出
し
、

デ
ジ
タ
ル
技
術
を
導
入
、

実
装
し
、
問
題
解
決
の
将

来
ビ
ジ
ョ
ン
を
示
す
も
の
。

問 

小
中
学
校
の
適
正
規

模
・
適
正
配
置
は
。

答 

市
内
小
中
学
校
の
過
小

規
模
化
に
伴
う
諸
課
題
に

対
し
、
目
指
す
学
校
教
育

を
実
現
す
る
体
制
整
備
の

基
本
方
針
を
策
定
す
る
。

問 

不
登
校
特
例
校
の
見
通
し
は
。

答 

情
報
収
集
を
進
め
、
設

置
に
向
け
て
検
討
を
行
う
。

問 

ま
ち
じ
ゅ
う
博
物
館
構

想
等
本
市
の
事
業
実
施
に

際
し
、
市
民
か
ら
の
多
様

な
意
見
に
耳
を
傾
け
る
必

要
が
あ
る
と
思
う
が
柔
軟

で
胸
襟
を
開
い
た
取
組
は
。

答 

施
策
を
策
定
す
る
段
階

か
ら
住
民
の
意
見
や
要
望

を
聴
取
す
る
こ
と
は
重
要

で
あ
る
。
様
々
な
意
見
を

不
可
能
と
し
て
捉
え
る
の

で
は
な
く
、
実
現
に
向
け
、

ど
う
す
れ
ば
良
い
か
と
い

う
視
点
で
論
議
し
て
い
く
。

問 

当
該
事
業
所
で
は
、
露

天
の
土
砂
地
盤
に
物
品
が

置
か
れ
て
お
り
、
そ
れ
ら

か
ら
有
害
物
質
が
吉
井
川

に
流
出
す
れ
ば
、
水
道
水

へ
の
影
響
も
懸
念
さ
れ
る
。

答 

有
害
物
質
を
含
む
も
の

を
保
管
す
る
場
合
は
、
事

業
者
は
流
出
防
止
対
策
を

講
じ
る
必
要
が
あ
る
。
水

道
水
に
つ
い
て
は
24
時
間

体
制
で
監
視
し
て
い
る
。

関
係
機
関
と
連
携
し
な
が

ら
注
視
し
て
い
く
。

未来
政岡哲弘

市民の安全安心の
ための施策を

未来
髙橋寿治

小中学校の
将来構想は

母
子
健
康
手
帳
ア
プ
リ

Ａ
Ｉ
チ
ャ
ッ
ト
ボ
ッ
ト

ス
マ
ー
ト
シ
テ
ィ
構
想

教
育

不
登
校
特
例
校

一般質問

吉井川の水質に影響は
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津山市神代 梅の里公園

先進事例を学ぶ！視察報告

総務文教委員会

東京都葛飾区議会、葛飾区立双葉中学校夜間学級を視察しました。夜
間学級は学び直しと外国籍生徒の学びの場として充実した環境が整備
されていました。衆議院会館ではデジタル技術により不便不安を解消
し、快適に暮らせる社会の実現に向けて、全国の取組やマイナンバー
カードの利用拡大等について説明を受けました。

東京都葛飾区議会　
葛飾区立双葉中学校夜間学級
（東京都葛飾区）

デジタル田園都市国家構想の
実現に向けての取組について
（衆議院第二議員会館）

厚生委員会

廿日市市では、重層的支援体制を構築し、子育てから高齢者支援まで
のワンストップでの相談体制を整備していました。また、東広島市では
環境都市実現に向け、多くの市民や地域企業・大学等の参画のもと、ス
マートシティやゼロカーボンの促進、環境教育や人材育成などに取り組
まれており、先進的な施策の視察・調査を行うことができました。

重層的支援体制整備事業
について
（広島県廿日市市）　

次世代型の環境都市実現
に向けた取組
（広島県東広島市）　

産業委員会

愛媛県の県産材ブランド化事業「媛すぎ・媛ひのき」の取組や品質基
準、木造公共施設の建築事例等を視察しました。また、愛媛県大洲市で
は、観光ＤＭＯの先進的取組として、大洲城の天守に宿泊する「城泊事
業」について、視察しました。いずれも今後の津山市の取組の参考とな
る有意義な調査となりました。

愛媛県産材ブランド化事業
「媛すぎ・媛ひのき」等について
（愛媛県林業会館ほか）　

愛媛県大洲市観光ＤＭＯ・
城泊事業について
（愛媛県大洲市）　

高等教育機関のあり方調査特別委員会

山口県周南市に所在し、令和４年４月に公立化した周南公立大学（旧徳
山大学）への視察を実施しました。当大学は昭和46年に公設民営で開
学し、特にスポーツに力を入れた大学であったが、公立化を契機に、看
護学科や情報科学科など、医療系・理工系の学科を新設するなど、新た
な取組について聴取しました。

旧徳山大学の公立化の
経緯・経過について
（山口県周南市）

周南公立大学の施設見学
（周南公立大学）

事
業
実
施
の
際
に
お
け
る

意
見
集
約
の
あ
り
方

吉
井
川
水
系
・
水
道
水

へ
の
影
響
懸
念

（
エ
コ
商
事
関
連
）



●政治家は、お祭りへの寄附や差し入れは禁止されています。 ※１ その後の協議で費用負担は設計コンサルタントが全額負担することが決定しました。
※２ その後、12月20日に議案が提出され、原案の通り可決されました。

問 

地
域
商
社
曲
辰
の
元
社

長
は
、
株
主
か
ら
の
辞
任

要
求
が
あ
っ
た
と
述
べ
て
お

ら
れ
た
が
、
株
主
と
は
市

長
か
、
そ
れ
と
も
津
山
信

用
金
庫
理
事
長
か
。

答 

前
社
長
の
取
締
役
退
任

は
、
本
人
の
意
思
で
辞
任

届
が
提
出
さ
れ
た
も
の
で

あ
る
。
辞
任
届
の
提
出
に

対
す
る
想
い
な
ど
に
つ
い

て
、
本
市
が
推
し
量
る
こ

と
は
で
き
な
い
が
、
本
事

業
を
前
進
さ
せ
て
い
く
こ

と
が
そ
の
想
い
の
一
端
に
沿

う
と
考
え
て
い
る
。

問 

辞
任
を
要
求
し
た
事
実

を
ご
ま
か
す
、
都
合
の
悪

い
こ
と
は
承
知
し
て
い
な

い
な
ど
の
答
弁
は
、
辞
任

さ
れ
た
元
社
長
を
侮
辱
す

る
も
の
。
一
言
お
詫
び
を
。

答 

前
社
長
に
ご
心
労
を
お

か
け
し
た
の
は
確
か
で
あ

り
、
本
事
業
を
前
に
進
め

て
い
く
こ
と
が
そ
の
ね
ぎ

ら
い
に
も
な
る
と
感
じ
て

い
る
。

【
そ
の
他
の
質
問
項
目
】

◆
過
疎
地
域
に
住
む
人
を

ど
う
守
る
か

◆
市
民
の
声
を
ど
う
聞
い

て
い
る
か

問 

ふ
る
さ
と
納
税
と
新
た

な
取
組
、
企
業
版
ふ
る
さ

と
納
税
の
違
い
は
。

答 

企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税

は
返
礼
品
は
な
い
が
法
人

関
係
税
の
税
額
控
除
や
損

金
算
入
で
最
大
９
割
の
負

担
軽
減
効
果
が
あ
る
。
企

業
版
ふ
る
さ
と
納
税
を
積

極
的
に
活
用
す
る
こ
と
に

よ
り
、
社
会
貢
献
や
企
業

Ｐ
Ｒ
に
つ
な
が
る
。

問 

バ
イ
オ
マ
ス
プ
ラ
ス

チ
ッ
ク
に
対
す
る
認
識
は
。

答 

バ
イ
オ
マ
ス
プ
ラ
ス

チ
ッ
ク
は
、
化
石
資
源
な

ど
の
使
用
削
減
、
温
室
効

果
ガ
ス
の
排
出
抑
制
な
ど

を
図
る
手
段
と
し
て
、
そ

の
利
用
が
注
目
さ
れ
て
い

る
。
国
は
、
バ
イ
オ
マ
ス

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の
普
及
に
向

け
生
産
コ
ス
ト
や
原
料
供

給
な
ど
の
課
題
は
あ
る
が

２
０
３
０
年
ま
で
に
約
２
０

０
万
ト
ン
の
導
入
を
目
指

す
と
し
て
お
り
、
そ
の
需

要
は
今
後
拡
大
し
て
い
く

も
の
と
認
識
し
て
い
る
。

問 

久
米
市
民
プ
ー
ル
更
新

を
判
断
し
た
要
因
は
。

答 

年
間
５
万
人
を
超
え
る

利
用
実
績
が
あ
り
、
次
世

代
に
ふ
さ
わ
し
い
新
し
い
温

水
プ
ー
ル
は
人
と
地
域
の
交

流
拠
点
と
し
て
、
地
域
の

活
性
化
に
も
期
待
で
き
る

必
要
な
施
設
と
判
断
し
た
。

問 

岩
屋
城
跡
国
史
跡
指
定

総
合
調
査
事
業
の
方
向
性

は
。

答 

立
ち
上
げ
作
業
に
取
り

組
ん
で
お
り
、
早
期
に
事

業
着
手
し
て
い
く
。

問 

教
育
の
振
興
に
よ
る
ま

ち
づ
く
り
の
ビ
ジ
ョ
ン
は
。

答 

ス
マ
ー
ト
シ
テ
ィ
構
想

の
社
会
実
装
を
進
め
る
中

で
、
現
実
的
な
課
題
を
大

学
や
高
専
へ
提
供
し
、
企

業
を
交
え
た
研
究
開
発
を

進
め
、
必
要
な
デ
ジ
タ
ル

人
材
も
育
成
す
る
。
文
科

省
の
新
規
事
業
に
高
専
の

機
能
強
化
が
盛
り
込
ま
れ

て
お
り
、
本
市
も
支
援
す

る
こ
と
で
実
践
的
な
人
材

育
成
に
貢
献
し
た
い
。

緑風会
竹内靖人

激しく変化していくだろう
社会への挑戦。政策とは。

未来
勝浦正樹

新しい市民プール
整備方針が決定！

市民が第一
河本英敏

不誠実な
答弁の連続

市政のあり方を問う！ 市政のあり方を問う！
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第
５
次
総
合
計
画

後
期
実
施
計
画

バ
イ
オ
マ
ス
戦
略

地
域
商
社
「
曲
辰
」

久
米
市
民
プ
ー
ル
レ
イ
ン
ボ
ー

岩
屋
城
跡

教
育

か
ね
た
つ

問 

会
計
検
査
院
は
、
平
成

25
年
度
に
発
注
し
た
委
託

業
務
の
耐
震
設
計
が
不
適

切
と
判
断
し
国
庫
補
助
金

６
，
７
５
３
万
円
を
不
当

と
し
て
い
る
。
原
因
は
、

ポ
ン
プ
ゲ
ー
ト
の
躯
体
の

耐
震
設
計
を
レ
ベ
ル
１
地

震
動
時
の
照
査
の
み
行
い
、

レ
ベ
ル
２
地
震
動
時
の
照

査
を
行
っ
て
い
な
か
っ
た
。

ま
た
委
託
成
果
品
が
上
記

の
照
査
を
行
っ
て
い
な
い
に

も
か
か
わ
ら
ず
、
本
市
の

検
査
が
不
十
分
で
あ
っ
た

と
し
て
い
る
。
コ
ン
サ
ル
と

当
時
の
市
側
に
も
原
因
が

あ
る
が
対
策
は
。
補
助
金

の
返
還
は
。

答 

委
託
業
務
成
果
品
に
対

す
る
仕
様
書
の
内
容
等
を

複
数
人
で
審
査
し
受
領
す

る
よ
う
徹
底
す
る
。
耐
震

補
強
工
事
を
行
う
こ
と
で
、

国
庫
へ
返
還
は
し
な
く
て

済
む
。

問 

補
強
工
事
費
２
，
２
０

０
万
円
の
負
担
は
ど
こ
が
。

答 

コ
ン
サ
ル
と
協
議
を
進

め
て
い
る
。（※

）１

問 

路
網
整
備
状
況
と
森
林

資
源
解
析
業
務
の
進
捗
状

況
の
報
告
を
求
め
る
。

答 

す
べ
て
の
林
道
の
現
況

調
査
を
令
和
元
年
度
に
実

施
し
て
い
る
。
幹
線
林
道

は
定
期
と
豪
雨
後
に
巡
回

し
て
い
る
。
そ
の
他
林
道

も
通
報
を
も
と
に
状
況
を

把
握
し
対
応
し
て
い
る
。

森
林
資
源
解
析
業
務
は
、

現
地
調
査
中
で
あ
り
、
令

和
６
年
１
月
に
完
了
予
定

で
あ
る
。

問 

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
及
び
国

内
旅
行
者
へ
の
対
応
と
駐

車
場
の
周
知
方
法
は
ど
う

な
っ
て
い
る
の
か
。

答 

国
内
外
へ
の
情
報
発

信
、
商
談
会
へ
の
参
加
等
、

様
々
な
ア
プ
ロ
ー
チ
を
行
っ

て
い
る
。
よ
り
効
果
的
な

手
段
を
活
用
し
た
情
報
発

信
を
し
て
い
く
。
駐
車
場

の
周
知
は
、
２
次
元
バ
ー

コ
ー
ド
、
チ
ラ
シ
に
加
え
、

新
た
な
手
段
も
研
究
し
て

い
く
。

【
そ
の
他
の
質
問
項
目
】

◆
指
定
管
理
に
つ
い
て

問 

日
本
の
大
き
な
課
題
で

あ
る
少
子
化
を
克
服
す
る

に
は
ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
や

子
ど
も
の
年
齢
に
応
じ
た

切
れ
目
な
い
支
援
が
必
要
。

妊
娠
期
か
ら
伴
走
型
相
談

支
援
を
進
め
る
こ
と
が
重

要
。
本
市
の
考
え
は
。

答 

妊
娠
届
出
時
か
ら
す
べ

て
の
妊
婦
、
子
育
て
家
庭
に

寄
り
添
い
、
関
係
機
関
と

連
携
を
図
り
な
が
ら
面
談

や
訪
問
を
実
施
し
て
い
る
。

問 

先
日
成
立
し
た
国
の
第

２
次
補
正
予
算
に
子
育
て

関
連
で
４
月
１
日
以
降
生

ま
れ
た
子
ど
も
に
10
万
円

相
当
を
支
給
す
る
出
生
子

育
て
応
援
交
付
金
事
業
費

が
計
上
さ
れ
て
い
る
が
、

津
山
市
議
会
の
議
決
が
必

要
で
あ
る
。
市
長
の
所
見

は
。

答 

準
備
が
整
い
次
第
議
会

に
提
出
し
た
い
と
考
え
て

い
る
。（※

）２

【
そ
の
他
の
質
問
項
目
】

◆
新
型
コ
ロ
ナ

◆
資
金
運
用

ツヤマノチカラ
田口浩二

林道などの路網整備を
計画的に進めよう！

公明党津山市議団
原行則

子どもの幸せを最優先
する社会の構築

津山自由民主倶楽部
吉田耕造

委託業務の成果品、
審査の徹底を！

林
業
施
策

観
光
施
策

委
託
業
務
成
果
品

子
育
て
支
援

く
た
い

林道の路網整備を計画的に津山市第5次総合計画・後期実施計画

審査の徹底を地域商社「曲辰」

久米市民プール「レインボー」



●政治家は、お歳暮やお年賀は禁止されています。 ●政治家は、落成式・開店祝等の花輪は禁止されています。

問 

専
門
職
と
し
て
の
社
会

福
祉
士
枠
を
設
置
す
る
考

え
は
。

答 

現
時
点
で
は
考
え
て
い

な
い
が
、
高
齢
化
や
貧
困
、

虐
待
問
題
な
ど
が
複
雑
・

多
様
化
し
て
い
る
こ
と
か

ら
、
引
き
続
き
研
究
し
て

い
く
。

問 

重
層
的
支
援
体
制
整
備

事
業
の
取
り
組
み
状
況
は
。

答 

各
分
野
の
既
存
の
支
援

体
制
に
つ
い
て
整
理
し
、

市
が
持
つ
福
祉
資
源
な
ど

に
適
し
た
体
制
に
つ
い
て

検
討
を
進
め
て
い
る
。

問 

吉
井
川
水
質
改
善
活
動

に
、
水
質
が
最
も
良
好
と

言
わ
れ
る
Ｂ
Ｏ
Ｄ（
生
物
化

学
的
酸
素
要
求
量
）
０
・

５
（
ミ
リ
グ
ラ
ム/

リ
ッ
ト

ル
）
を
目
指
す
こ
と
を

キ
ャ
ッ
チ
コ
ピ
ー
に
し
て
は
。

答 

効
果
的
と
考
え
ら
れ
る

の
で
、
検
討
し
て
い
く
。

問 

忠
魂
碑
の
維
持
管
理
、

国
へ
条
件
緩
和
の
要
望
を
。

答 

全
国
市
長
会
で
、
忠
魂

碑
の
周
辺
整
備
の
改
修
等

も
補
助
対
象
に
す
る
こ
と

な
ど
国
へ
要
請
し
て
い
る
。

問 

新
型
コ
ロ
ナ
対
策
と
し

て
学
生
の
生
活
費
支
援
は

考
え
ら
れ
な
い
か
。

答 

現
状
で
は
学
生
に
特
化

し
た
対
策
は
な
い
が
、
今

後
、
市
民
や
事
業
者
の
困

窮
状
況
、
支
援
の
緊
急
性

等
、
総
合
的
に
勘
案
し
適

宜
対
応
を
検
討
す
る
。

問 

来
春
の
県
議
選
、
市
議

選
で
美
作
大
学
に
期
日
前

投
票
所
の
設
置
は
。

答 

期
日
前
投
票
所
の
東
庁

舎
は
美
作
大
学
か
ら
徒
歩

圏
内
。
東
庁
舎
で
期
日
前

投
票
し
て
も
ら
う
よ
う
お

願
い
し
た
い
。

問 

公
共
交
通
網
の
整
備
計

画
の
進
行
具
合
は
。

答 

本
年
度
策
定
す
る
地
域

交
通
計
画
は
現
在
、
交
通

事
業
者
や
専
門
家
、
関
係

部
署
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
の
と

り
ま
と
め
中
。
高
齢
者
や

交
通
弱
者
が
安
心
で
き
る

利
便
性
の
高
い
公
共
交
通

を
目
指
し
進
め
る
。

問 

法
改
正
で
小
中
学
校
の

バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
を
進
め

る
必
要
が
。
エ
レ
ベ
ー
タ
ー

な
ど
の
整
備
計
画
は
。

答 

学
校
ご
と
に
個
別
の
整

備
目
標
を
設
定
し
、
中
長

期
的
な
整
備
計
画
に
反
映

す
る
こ
と
が
必
要
。

問 

市
営
住
宅
の
入
居
条
件

の
連
帯
保
証
人
撤
廃
を
。

答 

よ
り
良
い
仕
組
み
と
な

る
よ
う
検
討
す
る
。

問 

ア
ル
コ
ー
ル
依
存
症
の

家
族
会
活
動
の
評
価
や
社

会
的
な
認
知
度
を
高
め
て
。

答 

関
係
者
で
構
成
す
る
連

絡
会
で
当
事
者
の
意
見
を

聞
く
機
会
を
設
け
る
。

問 

日
上
・
川
崎
の
堤
防
が

低
く
断
面
が
不
足
す
る
箇

所
の
改
修
の
取
組
は
。

答 

地
形
測
量
が
完
了
し
、

予
備
設
計
を
行
っ
て
い
る
。

問 

河
辺
の
ポ
ン
プ
ゲ
ー
ト

耐
震
補
強
工
事
は
ど
の
よ

う
な
工
事
を
行
う
の
か
。

答 

コ
ン
ク
リ
ー
ト
部
分
の
鉄

筋
量
を
増
や
す
工
事
と
な
る
。

問 

災
害
時
に
避
難
所
と
な

る
学
校
施
設
の
ウ
ォ
シ
ュ

レ
ッ
ト
付
き
多
目
的
ト
イ
レ

の
整
備
の
現
状
と
今
後
の

計
画
は
。
小
中
学
校
の
女

子
ト
イ
レ
へ
の
生
理
用
品
の

試
験
的
配
備
の
結
果
は
。

答 

市
内
す
べ
て
の
学
校
に

ウ
ォ
シ
ュ
レ
ッ
ト
付
き
多
目

的
ト
イ
レ
を
設
置
し
て
い

る
。
体
育
館
や
隣
接
の
施

設
に
整
備
さ
れ
て
い
な
い

学
校
に
お
け
る
多
目
的
ト

イ
レ
の
あ
り
方
に
つ
い
て

検
討
し
て
い
く
。
女
子
ト

イ
レ
の
生
理
用
品
配
備
の

目
的
で
あ
る
貧
困
対
策
の

効
果
は
低
か
っ
た
が
、
各

学
校
の
実
情
に
応
じ
て
取

り
組
む
こ
と
が
適
切
。

問 

高
齢
者
の
聞
こ
え
を
改

善
す
る
た
め
に
補
聴
器
購

入
に
助
成
制
度
を
導
入
し

て
は
。

答 

加
齢
性
難
聴
者
の
補
聴

器
購
入
補
助
制
度
は
、
全

国
市
長
会
を
通
じ
て
国
へ

要
望
し
て
い
る
。
効
果
も

含
め
て
研
究
し
て
い
く
。

【
そ
の
他
の
質
問
項
目
】

◆
土
砂
災
害
警
戒
区
域
の

指
定
状
況
の
急
傾
斜
地
に

お
け
る
対
応
に
つ
い
て

問 

海
外
か
ら
の
旅
行
客
も

含
め
て
本
市
は
ど
う
取
り

込
ん
で
い
く
の
か
。
宿
泊

施
設
が
少
な
い
。
本
市
の

取
組
は
。

答 

海
外
か
ら
の
誘
客
は
観

光
に
と
っ
て
大
変
重
要
で
、

国
外
に
向
け
た
情
報
発
信

事
業
、
商
談
会
へ
の
参
加

を
行
い
、
誘
客
に
取
り
組

ん
で
い
る
。
本
市
の
こ
う

い
っ
た
取
組
も
外
国
人
観

光
客
の
岡
山
県
の
増
加
に

寄
与
し
て
い
る
と
考
え
る
。

ま
た
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
対

応
で
き
る
音
声
ガ
イ
ド
シ

ス
テ
ム
、
デ
ジ
タ
ル
サ
イ

ネ
ー
ジ
整
備
、
ト
イ
レ
改

修
、ま
た
、観
光
施
設
で
は
、

非
接
触
型
決
済
シ
ス
テ
ム

の
導
入
を
行
う
な
ど
整
備

を
進
め
て
い
る
。
２
０
２
３

年
に
は
フ
ェ
ア
フ
ィ
ー
ル
ド

バ
イ
マ
リ
オ
ッ
ト
岡
山
津
山

が
開
業
予
定
で
宿
泊
施
設

も
増
え
て
き
て
お
り
、
ニ
ー

ズ
に
合
っ
た
施
設
を
ご
紹

介
で
き
る
よ
う
取
り
組
ん

で
い
き
た
い
。

問 

10
月
の
本
市
教
職
員
の

勤
務
実
態
調
査
の
結
果
は
。

答 

本
市
独
自
調
査
で
は
、

教
職
員
の
時
間
外
在
校
等

時
間( 

残
業
等) 

の
１
カ

月
当
た
り
の
平
均
は
、
小

学
校
45
・
４
時
間
、
中
学

校
58
・
０
時
間
。

問 

６
月
の
平
均
は
。

答 

小
学
校
53
・
１
時
間
、

中
学
校
69
・
７
時
間
。

問 

自
宅
へ
の
持
ち
帰
り
業

務
時
間
は
含
ま
れ
る
か
。

答 

含
ま
れ
て
い
な
い
。

問 

全
国
的
な
教
職
員
の
代

員
不
足
、
本
市
の
現
状
は
。

答 

11
月
末
時
点
、
小
学
校

で
定
数
内
の
常
勤
講
師
６

名
が
欠
員
状
態
。

問 

小
規
模
校
か
ら
は
、
本

市
独
自
の
教
師
業
務
ア
シ

ス
ト
員
の
配
置
拡
充
を
求

め
る
声
も
大
き
い
が
。

答 

財
政
状
況
や
他
の
事
業

と
の
整
合
性
、
優
先
順
位

を
見
極
め
な
が
ら
検
討
し

て
い
く
。

西野修平

観光客誘致のための
ＤＭＯ

日本共産党津山市議団
美見みち子

学生への生活支援、
選挙参加支援はどうする

市民が第一
河村美典

教育委員会は、教職員の
働き方改革の推進を

緑風会
秋久憲司

すすめよう
学校バリアフリー！

公明党津山市議団
広谷桂子

学校施設の多目的
トイレの現状は

未来
村上祐二

「社会福祉士」の
採用は？

市政のあり方を問う！ 市政のあり方を問う！
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観
光

学
校
施
設
整
備

補
聴
器
購
入
助
成
制
度

職
員
の
働
き
方
改
革

新
型
コ
ロ
ナ
対
策

期
日
前
投
票

公
共
交
通

バ
リ
ア
フ
リ
ー
化

市
営
住
宅

ア
ル
コ
ー
ル
依
存
症

堤
防
整
備

ポ
ン
プ
ゲ
ー
ト
整
備

観光客をどう取り込んでいくか期日前投票所が設置される津山市東庁舎

教職員の働き方改革推進を河辺小学校の仮設校舎

社
会
福
祉
士

重
層
的
支
援
体
制
整
備
事
業

吉
井
川

忠
魂
碑
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問 

各
支
所
に
支
所
長
権
限

で
決
裁
で
き
る
と
し
て
５

０
０
万
円
の
予
算
が
毎
年

計
上
さ
れ
て
い
る
。
ど
の

よ
う
な
と
こ
ろ
に
使
え
、

支
所
長
は
こ
の
予
算
に
ど

れ
く
ら
い
の
権
限
が
与
え

ら
れ
て
い
る
の
か
。

答 

管
内
の
公
共
施
設
の
維

持
管
理
上
、
緊
急
事
態
や
、

住
民
の
安
全
性
の
確
保
が

必
要
な
場
合
の
応
急
修
繕

を
対
象
使
途
と
し
て
、
１

件
１
０
０
万
円
以
内
の
運

用
と
し
て
い
る
。

問 

ホ
ル
モ
ン
う
ど
ん
の
今

日
ま
で
の
経
済
効
果
は
。

答 

平
成
20
年
調
査
時
が
４

億
円
、
平
成
22
年
12
億
円

と
の
結
果
で
現
在
に
至
る

ま
で
大
き
な
効
果
が
あ
る
。

問 

今
後
ど
ん
な
施
策
で
本

市
の
活
性
化
に
つ
な
げ
て

い
く
の
か
。

答 

本
市
独
自
の
料
理
で
市

外
観
光
客
を
誘
客
し
他
の

観
光
施
設
の
魅
力
も
含
め

情
報
発
信
が
重
要
と
考
え

て
い
る
。

問 

地
域
農
業
に
お
け
る
食

料
自
給
率
の
向
上
に
向
け

た
取
組
の
一
手
は
。
市
長
の

見
解
は
。

答 

食
料
安
全
保
障
の
視
点

が
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
さ
れ
て

お
り
、
国
に
お
い
て
関
連

施
策
の
強
化
を
打
ち
出
し

始
め
て
い
る
。
津
山
市
と

し
て
も
、
独
自
の
施
策
を

実
施
し
て
い
く
こ
と
が
重

要
と
認
識
し
て
お
り
、
戦

略
作
物
で
あ
る
小
麦
に
つ

い
て
は
、
10
年
に
わ
た
る

取
組
に
よ
り
県
内
有
数
の

産
地
と
な
っ
て
き
た
。
パ
ン

用
小
麦
で
も
あ
る
「
せ
と

き
ら
ら
」
に
限
れ
ば
、
ほ

ぼ
津
山
産
で
あ
る
。
一
層
の

周
知
や
消
費
喚
起
の
観
点

か
ら
、
津
山
産
小
麦
を
扱

う
圏
域
の
ベ
ー
カ
リ
ー
を

集
め
た
イ
ベ
ン
ト
が
令
和

５
年
２
月
５
日
の
開
催
に

向
け
て
準
備
を
し
て
お
り
、

こ
う
し
た
取
組
を
積
み
重

ね
て
い
く
こ
と
で
、
自
給

率
向
上
に
取
り
組
ん
で
い

く
。

問 

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト

も
実
施
中
の
第
５
次
津
山

男
女
共
同
参
画
さ
ん
さ
ん

プ
ラ
ン
の
案
は
、
性
的
マ

イ
ノ
リ
テ
ィ
ー
へ
の
配
慮
や

表
現
の
自
由
の
観
点
な
ど

か
ら
不
適
切
な
面
が
あ
る

と
考
え
る
が
い
か
が
か
。

答 

す
べ
て
の
人
が
性
別
に

か
か
わ
ら
ず
人
権
を
尊
重

し
責
任
を
分
か
ち
あ
い
、

個
性
と
能
力
を
発
揮
で
き

る
社
会
実
現
を
目
指
す
プ

ラ
ン
で
、
多
様
な
性
の
あ

り
方
へ
の
配
慮
を
排
除
す

る
つ
も
り
も
表
現
の
自
由

を
脅
か
す
意
図
も
な
い
。

問 

津
山
市
男
女
共
同
参
画

ま
ち
づ
く
り
審
議
会
の
構

成
委
員
の
中
に
性
的
マ
イ

ノ
リ
テ
ィ
ー
の
当
事
者
は
い

る
の
か
。

答 

把
握
し
て
い
な
い
。

問 

プ
ラ
ン
内
で
明
文
化
さ

れ
て
い
る
有
害
図
書
及
び

広
告
物
等
の
社
会
浄
化
を

行
っ
た
事
実
は
あ
る
の
か
。

答 

把
握
で
き
て
い
な
い
。

ツヤマノチカラ
安東伸昭

津山市の食料安全保障
への取組

ツヤマノチカラ
三浦ひらく

津山男女共同参画
さんさんプランの適正化を

松本義隆

津山市活性化
のための施策は

市政のあり方を問う！ 市政のあり方を問う！

男
女
共
同
参
画

食
料
自
給
率
向
上

予
算

津
山
市
活
性
化

パン用小麦「せときらら」の刈り取りの様子

農業の担い手を確保するためには

問 

弾
道
ミ
サ
イ
ル
着
弾

後
、
何
十
分
か
後
に
Ｊ
ア

ラ
ー
ト
警
報
か
。

答 

国
は
シ
ス
テ
ム
改
修
等

を
検
討
す
る
と
し
て
い
る
。

問 

島
根
原
発
で
の
原
子
力

災
害
が
発
生
し
た
場
合
を

想
定
し
、
広
域
避
難
に
関

す
る
協
定
は
。

答 

岡
山
県
と
島
根
県
の
間

で
広
域
避
難
に
関
す
る
協

定
が
締
結
さ
れ
て
い
る
が
、

島
根
県
と
津
山
市
の
間
で

協
定
は
締
結
し
て
い
な
い
。

問 

本
来
の
農
業
政
策
は
生

産
現
場
に
職
員
が
出
向
き
、

農
業
者
、
現
場
の
声
を
も
っ

と
聞
く
べ
き
で
は
。

答 

い
ろ
い
ろ
な
立
場
の
方

の
意
見
を
聞
く
こ
と
は
行

政
に
と
っ
て
大
変
重
要
。

問 

農
業
の
担
い
手
確
保
実

現
の
た
め
の
考
え
は
。

答 

農
業
の
担
い
手
を
確
保

す
る
た
め
に
は
意
欲
あ
る

多
様
な
若
者
を
農
業
に
呼

び
込
み
、
定
着
さ
せ
る
こ

と
が
重
要
と
考
え
る
。

問 

一
般
市
民
は
谷
口
市
長

の
コ
ロ
ナ
対
策
を
待
ち
続

け
て
き
た
が
、
消
毒
液
や

現
金
給
付
が
一
度
も
な
か
っ

た
。
こ
れ
か
ら
も
一
般
市
民

へ
の
対
策
は
な
い
と
理
解

す
れ
ば
よ
い
か
。

答 

感
染
症
や
物
価
高
騰
対

策
は
国
や
県
の
各
種
対
策

で
手
当
の
及
ば
な
か
っ
た
住

民
、
事
業
者
の
方
に
対
し

て
様
々
な
分
野
で
状
況
に

応
じ
た
き
め
細
か
な
支
援

や
対
策
を
講
じ
て
き
た
。

コ
ロ
ナ
対
策
で
臨
時
交
付

金
総
額
の
37
億
３
，
０
０

０
万
円
の
う
ち
全
体
の
約

６
割
に
当
た
る
22
億
５
，

０
０
０
万
円
を
経
済
対
策

を
合
わ
せ
た
住
民
生
活
支

援
に
配
分
し
て
お
り
、
財

源
や
時
間
的
猶
予
な
ど
の

制
約
の
中
、
最
大
限
の
対

策
を
講
じ
て
き
た
。
今
後

も
感
染
症
や
物
価
高
騰
の

住
民
生
活
へ
の
影
響
を
見

極
め
な
が
ら
適
切
に
必
要

な
対
応
を
行
っ
て
い
く
。

問 

「
昨
年
２
月
の
市
長
選

挙
で
政
治
的
対
立
関
係
と

な
っ
た
職
員
労
働
組
合
と

は
、
面
と
向
か
っ
て
交
渉
で

き
な
い
」
と
の
理
由
で
市

長
が
賃
金
確
定
交
渉
に
出

席
し
な
か
っ
た
と
聞
い
て
い

る
が
。

答 

今
回
の
賃
金
確
定
交
渉

は
、
副
市
長
に
交
渉
の
全

権
を
委
任
し
て
お
り
、
私

（
市
長
）
自
身
は
出
席
し
て

い
な
い
。

問 

組
合
交
渉
に
出
席
し
な

か
っ
た
の
は「
選
挙
が
理
由
」

は
本
当
か
。

答 
私
と
職
員
労
働
組
合
は

政
治
的
に
相
対
す
る
状
況

と
な
っ
て
お
り
、
今
回
の

賃
金
確
定
交
渉
に
つ
い
て

は
、
出
席
を
控
え
た
も
の

で
あ
る
。

問 

１
年
に一
度
の
交
渉
に
市

長
出
席
せ
ず
と
は
、
慣
例

を
無
視
し
て
市
長
の
職
責

を
放
棄
し
た
こ
と
に
な
ら

な
い
か
。

答 

最
終
的
な
判
断
は
市
長

で
あ
る
私
が
行
っ
て
お
り
、

職
責
の
放
棄
と
は
考
え
て

い
な
い
。

【
そ
の
他
の
質
問
項
目
】

◆
高
齢
者
施
設

◆
不
登
校
最
多

市民が第一
政岡大介

コロナ対策、
一般市民への対策は

日本共産党津山市議団
中村聖二郎

賃金確定交渉に出席
しなかったのはなぜか

市民が第一
村田隆男

農業者生産現場で
声を聞くべきでは

危
機
管
理

農
業

政
治
姿
勢

何事もグラデーション。
真のジェンダー平等への入り口は
男か女かの二択ではない。

●政治家は、入学祝・卒業祝（金銭・物品）は禁止されています。

政
治
姿
勢

経済効果を上げている「ホルモンうどん」
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市政のあり方を問う！

問 

経
済
対
策
と
し
て
地
域

商
品
券
を
発
行
、
何
人
の

人
が
買
え
た
の
か
。

答 

追
加
、
再
発
売
で
重
複

者
も
お
ら
れ
る
が
、ｅ
つ
や

ま
７
，
９
３
８
人
、
シ
ン
・

う
ま
い
券
個
人
８
，
４
５

４
人
、
法
人
１
６
８
社
、

シ
ン
・
さ
く
ら
は
７
，
８

６
２
人
に
販
売
。

問 

人
口
の
１
割
の
人
も
買

え
て
な
い
の
で
は
不
公
平
。

不
公
平
感
の
な
い
市
民
へ

の
支
援
を
。

答 

必
要
な
支
援
が
届
く
よ

う
対
応
し
た
い
。

問 

市
内
保
育
園
等
の
使
用

済
紙
お
む
つ
の
保
護
者
持

ち
帰
り
を
廃
止
し
、
園
で

処
分
で
き
な
い
か
。

答 

課
題
の
洗
い
出
し
等
を

行
い
検
討
。

問 

子
育
て
支
援
と
い
う

が
、
市
役
所
本
庁
舎
に
授

乳
室
が
あ
る
か
。

答 

市
役
所
本
庁
舎
に
授
乳

室
は
設
置
で
き
て
い
な
い
。

【
そ
の
他
の
質
問
項
目
】

◆
田
園
都
市
津
山
の
こ
れ

か
ら

緑風会
金田稔久

地域商品券
人口１割の人も買えていないあの質問 その後どうなった！？

議会豆知識

Q
みんちゃい１０４号より（令和３年１２月定例会）

市内路線バスに非接触型決済を導入するべきでは？

その時の答え

その後の状況

ぜひ導入したいと考えており、検討を指示している。

　令和５年４月から、ごんご循環線（東
循環線、西循環線、小循環線）とごんご
久米線でＪＲ西日本の交通系ＩＣカード
「ＩＣＯＣＡ」の利用を開始する予定です。
　他のごんごバスや路線バスについて
も、運行会社と協議を行い導入に向け
て取り組みます。

地
域
商
品
券

子
育
て
支
援

授乳室の設置は

みんちゃいに寄せられた意見の中から
素朴な疑問にお答えします。

Q.
A. 議長は議決に加わる権利がありません。

その代わり、可否同数となった場合に当該議案等の可決・否決を決める
裁決権が認められています。

議長は議決に加わらないの？
Q どうやって申し込んだらいいの？

A

●秩序を保持する権限
　議員や傍聴人が秩序を乱す場合は
　これを制止します。 

●議会を代表する権限
　議会を代表し、いろいろな会議に
　出席し、他の機関と協議をします。

議長の仕事

議長の主な権限

議長は議員の中から選挙で選ばれます。議長は対外的に市議会を代表するととも
に、議会の円滑な運営と議場の秩序保持に努めます。議長の主な権限は次のように
なっています。

議会を傍聴してみませんか？
市議会の本会議は公開されており、市民の方をはじめ、
どなたでも見たり聞いたりすることができます。

議会棟３階 本会議場北側の傍聴席入口で、受付

簿に住所・氏名をご記入の上、入場してください。

傍聴席は７１席で先着順となります。

Q いつ行ったらいいの？

A 本会議の休会中、閉会中は傍聴できません。本会議の日程をお

調べの上お越しください。

本会議の日程は、市議会ホームページの「議会日程」で調べる

ことができます。また、議会事務局へお問い合わせください。
⬆スマートフォン等で読み
取ると関係ページにつな
がります

Q 自宅で見ることはできないの？

A 自宅などでも、動画共有サービス「ＹｏｕＴｕｂｅ（ユーチューブ）」

をご利用いただければ、本会議の様子を見ることができます。

また、本会議が開かれている時間に見ることができなくても、

録画中継をご利用いただければ、いつでも本会議の様子を見

ることができます。

■津山市議会事務局　
　電話 0868-32-2140  mail：gikai@city.tsuyama.lg.jp

⬆スマートフォン等で読み
取ると関係ページにつな
がります






